





















の 9 月から非常勤講師として東京都の私立高等学校（共学）に勤務し、現在 1 男 1 女の母である。私








娘が 1 歳になるのを待って復職をすると 1 年半空いてしまう。何の問題もないように思えるが、一番















































































































6 年間というと、入学時の中学 1 年生と卒業時の高校 3 年生ではとても大きな成長がみられる。今回
は私が所属していた学年、中学 1 年から 3 年までの 3 年間で学んだことを述べていく。













































































































































































































野中 潤 編著『学びの質を高める! ICTで変える国語授業 ―基礎スキル&活用ガイドブック―』明治図書出版　2019年
4．今後の教育と私学のあり方 （友野清文）
（1）「コロナ後の教育改革」の方向性　　














































































校基本調査」2018年）であり、高校教員の 4 人に 1 人は私学教員である。当然ながら私学教員は公務
員ではなく、身分上は一般企業の会社員と同じである。他方で、初任者研修や教員育成指標の策定な
ど教員に関する政策は、教育公務員特例法で定められており、私学教員ははじめから対象外である。
私学教員のあり方や育成について、社会全体での議論はほとんど存在せず、ある意味で私学教員は
「見えない存在」である。
本稿ではそのような「見えない私学教員」の姿の一端に触れた。もちろん私たちがここで述べたこ
とは文字通り「体験的」であり、個々の経験の範囲内のものである。しかし同時にその中で試行錯誤
を行いながら実践し、考え、悩み、学んできたことでもある。この振り返りを踏まえて、これからさ
らに教師として、生徒・学生と向き合っていきたい。本稿で示した私学教育の一断面が、他の教師
や、未来の教師を志す学生に何らかの参考となることを願うものである。
